
教育委員会事務局 

令和７年（２０２５年）２月１９日調製 

 

 

 

 

定 例 会 提 出 予 定 案 件 資 料 
 

 

 

 

                                      ページ 

１ 令和６（２０２４）年度補正予算概要 ………………………………………… １ ～ ３ 

 

２ 令和７（２０２５）年度予算概要 ……………………………………………… ４ ～ ６ 

 

３ 函館市恩給条例等を廃止する条例の骨子（教育委員会所管分） ……………   ７ 

 

４ 函館市いじめ防止対策審議会条例の一部を改正する条例の骨子 …………… ８ ～ 10 

 

５ 令和７（２０２５）年度公益財団法人函館市文化・スポーツ振興財団 

  事業計画の報告について ………………………………………………………… 11 ～ 23 

 

６ 令和７（２０２５）年度一般財団法人函館市学校給食会 

  事業計画の報告について ………………………………………………………… 24 ～ 25 



 

１ 令和６（２０２４）年度補正予算概要 
 
一般会計 

［歳 入］                                                                     （単位：千円） 

科   目 補正額 説        明 

指定寄付金 100,820 

特別支援教育支援員関係経費分                   50,000 

公共施設整備等基金分                       50,000 

体育振興関係経費分（教育事務所費）                10 

文化芸術振興費分（文化芸術アウトリーチ事業費）         710 

施設備品整備費分（芸術ホール）                 100 

 

［歳 出］  

  教育費                                                                      （単位：千円） 

科   目 補正額 説        明 特 定 財 源 

教育事務所費 1,109 

南茅部地域社会教育施設等運営対策費     1,109 

 （ふるさと文化公園、 

   南茅部プール、南茅部運動広場、 

    南茅部スポーツセンター、 

     南茅部市民庭球場、臼尻スキー場） 

 

学校管理費 

（小学校費） 
1,750,401 

学校運営振興費増               100 

 学校図書館図書等整備費増                  100 

校舎等整備改修費増                   1,750,301 

暖房設備改修事業費                159,100 

 冷房設備等整備事業費増             1,265,225 

屋内運動場照明設備改修事業費減     △1,823 

調理場設備改修事業費減           △1,401 

 トイレ改修事業費                   329,200 

(国)公立学校建物大

規模改造事業費補助

金     364,719 

(その他)ふるさと寄 

付金      100 

(地方債)小中学校校

舎等改修事業債 

1,385,000 

教育振興費 

（小学校費） 
△1,769 就学扶助費減                 △1,769 

(国)修学旅行扶助費

補助金        111 

(国)特別支援教育就

学扶助費補助金 

△554 

(道)被災児童生徒就

学支援等臨時特例補

助金        △51 

学校管理費 

（中学校費） 
△2,687 

校舎等整備改修費減            △2,687 

 冷房設備等整備事業費減            △597 

 屋内運動場照明設備改修事業費減      △2,090 

(国)公立学校建物大

規模改造事業費補助

金         686 

(地方債)小中学校校

舎等改修事業債 

△3,400 
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                                                                     （単位：千円） 

科   目 補正額 説        明 特 定 財 源 

教育振興費 

（中学校費） 
△9,608 就学扶助費減                     △9,608 

(国)修学旅行扶助費

補助金      △262 

(国)特別支援教育就

学扶助費補助金 

△779 

(道)被災児童生徒就

学支援等臨時特例補

助金           19 

学校管理費 

（高等学校費） 
△77 

校舎等整備改修費減               △77 

 冷房設備等整備事業費減         

(地方債)高等学校校

舎等改修事業債 

△100 

幼稚園費 12,432 
園舎等整備改修費増                        12,432 

冷房設備等整備事業費増                  

(国)公立学校建物大

規模改造事業費補助

金       3,324 

(地方債)幼稚園園舎

等改修事業債  

9,100 

社会教育総務費 36,497 

社会教育施設等運営対策費                 27,379 

 （北方民族資料館、文学館、 

   北洋資料館、芸術ホール、公民館、 

    青少年研修センター、 

      函館市民会館、函館アリーナ） 

図書館管理費増                             9,118 

図書館運営対策費                      9,118 

 

文化財保護費 △11,059 

重要文化財旧函館区公会堂運営対策費      491 

史跡大船遺跡整備事業費減           △4,600 

重要文化財遺愛学院(旧遺愛女学校)  

本館等保存修理事業費補助金減     △1,650 

重要文化財大谷派本願寺函館別院 

保存修理事業費補助金減     △5,300 

(国)文化財整備費補

助金    △3,700 

(道)文化財整備費補

助金   △13,900 

体育施設費 15,690 

体育施設運営対策費                    15,690 

 （千代台公園野球場、 

   千代台公園陸上競技場、 

    千代台公園庭球場、 

     千代台公園、市民プール、 

             西桔梗野球場） 
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［繰越明許費］ 

追加                                                                               （単位：千円） 

款 項 事 業 名 金 額 

10  教 育 費 2 小 学 校 費 暖  房  設  備 改  修  事  業   159,100 

10  教 育 費 2 小 学 校 費 冷 房 設 備 等 整 備 事 業  1,267,680 

10  教 育 費 2 小 学 校 費 ト イ レ 改 修 事 業 329,200  

10  教 育 費 5 幼 稚 園 費 冷 房 設 備 等 整 備 事 業 12,620 

10  教 育 費 6 社 会 教 育 費 
重要文化財遺愛学院（旧遺愛女学校） 

本 館 等 保 存 修 理 事 業 費 補 助 金 
6,800 

 

［債務負担行為］ 

変更                                     （単位：千円） 

事   項 

補 正 前 補 正 後 

限 度 額 限 度 額 

学 校 Ｉ Ｃ Ｔ 支 援 業 務 委 託 料 30,000 26,400 

千代台公園駐車場自動管理システム使用料 97,762 42,602 
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２ 令和７（２０２５）年度予算概要 

 

一般会計 

［歳 出］  

  教育費                                                                 （単位：千円） 

事   項 予 算 額 説        明 特 定 財 源 

中学校社会科用 

図書「函館郷土 

の 歴 史 人 物 」 

作 成 経 費 

535 郷土の歴史や文化に誇りをもち，地域の発

展を支える人材の育成を図るため，函館で

活躍した人物に焦点をあてた歴史人物読本

を作成 

 

特 別 支 援 教 育 

推 進 事 業 費 

7,240 教育上特別な配慮を必要とする児童生徒に

関し，各学校の支援体制や指導方法などへ

の助言等を行う特別支援教育巡回指導員を

南北海道教育センターに配置 

 

特 別 支 援 教 育 

支援員関係経費 

92,320 教育上特別な配慮を必要とする児童生徒の

学習や生活を支援するため，小・中学校等

に特別支援教育支援員を配置 

 

学力向上非常勤 

講師配置事業費 

12,568 小学校における算数科・理科・英語科の専

科指導や，中学校における免許外教科指導

の改善を図るための非常勤講師を配置 

 

学 級 運 営 改 善 

非 常 勤 講 師 

配 置 事 業 費 

6,193 円滑な学級運営を行うことが困難となって

いる小学校での日常的な学習指導や生徒指

導を補助する非常勤講師を配置 

 

いじめ・不登校等 

対 策 推 進 費 

5,171 児童生徒や保護者に関し，いじめ問題や教

育相談に対応するため，こころの相談員を

配置 

 

小学校スクール 

カ ウ ン セ ラ ー 

関 係 経 費 

7,437 悩みを抱える児童・保護者等のカウンセリ

ングを行うため公認心理師等を派遣 

 

不登校生徒支援 

非 常 勤 講 師 

配 置 事 業 費 

10,616 不登校生徒の学習機会の確保のため，学校

内のサポートルームに非常勤講師を配置 

 

学 校 Ｉ Ｃ Ｔ 

支援業務委託料 

(債務負担行為分) 

26,400 小・中学校における教育活動の質を向上さ

せるため，授業等へのＩＣＴ活用を支援 

 

郷土学習推進費 2,684 市立小学校の児童が，縄文遺跡群等を見学

する「縄文に触れる学習」を実施 

 

（ 仮 称 ） 総 合 

ミ ュ ー ジ ア ム 

整 備 推 進 費 

200 新たな課題の解消や整備に向けた運用コス

トの検証を行うほか，適切な資料保存のあ

り方などについての検討を実施 

 

史跡垣ノ島遺跡 

整 備 事 業 費 

4,000 史跡垣ノ島遺跡の保存活用に係る基本方針

や方法を定める保存活用計画を策定 

(国) 文化財整備費補助

金       2,000 
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                                                                      （単位：千円） 

事   項 予 算 額 説        明 特 定 財 源 

縄 文 遺 跡 群

世界遺産保存活用

・普及啓発経費 

2,028 南茅部地域が候補地となった世界遺産「北

海道・北東北の縄文遺跡群」の拠点施設に

係る北海道との協議を行うほか，はこだて

縄文まつりの一部経費負担ほか 

 

国 宝 土 偶 発 見 

50年記念事業費 

150 国宝である中空土偶の発見50年を記念し

て，ノベルティグッズを作成し，啓発活動

を実施 

 

運動・スポーツ 

習 慣 化 促 進 

事 業 費 

10,000 各種スポーツイベントを通じて運動・スポ

ーツの習慣化による働く世代の健康づくり

を促進 

(国)運動・スポーツ習

慣化促進事業費補助金 

10,000 

スポーツ大会・ 

合 宿 誘 致 

推 進 事 業 費 

1,901 Ｊリーグのシーズン移行に伴い，開幕前の

７～８月に行われる合宿の誘致活動を実施

ほか 

 

函館マラソン大会 

開 催 負 担 金 

51,000 開催日：６月 29 日（日） 

定 員：フル・ハーフ各 4,000 人程度 

計 8,000 人程度 

 

学校等給食食材 

購入費支援補助金 

181,097 保護者負担を増やすことなく学校給食を提

供するため，給食食材購入費を助成 

 

スケートボード 

エ リ ア 管 理 

運 営 経 費 

3,000 スケートボードなどを楽しむ機会創出のた

め，緑の島内にスケートボードエリアを暫

定設置 

 

函館フットボール 

パーク改修事業費 

7,000 天然芝グラウンド１面（Ａコート）の改修 (地方債)函館フットボ

ールパーク改修事業債 

7,000 
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 [債務負担行為］                              （単位：千円） 

事    項 期    間 限 度 額 

公 共 施 設 照 明 設 備 Ｌ Ｅ Ｄ 化 

Ｅ Ｓ Ｃ Ｏ 事 業 業 務 委 託 料 

中 央 図 書 館 

市 民 プ ー ル 

千 代 台 公 園 庭 球 場 

令和８ ( 2 0 2 6 )年度から 

令和 10 ( 2 0 2 8 )年度まで 
11,850 

校 務 支 援 シ ス テ ム 運 用 経 費 
令和８ ( 2 0 2 6 )年度から 

令和 11 ( 2 0 2 9 )年度まで 
121,547 

南 茅 部 地 域 社 会 教 育 施 設 等 

管 理 委 託 料 

ふ る さ と 文 化 公 園 

南 茅 部 プ ー ル 

南 茅 部 運 動 広 場 

南茅部スポーツセンター 

南 茅 部 市 民 庭 球 場 

臼 尻 ス キ ー 場 

令和８ ( 2 0 2 6 )年度から 

令和 12 ( 2 0 3 0 )年度まで 
330,330 

旧 函 館 区 公 会 堂 管 理 委 託 料 
令和８ ( 2 0 2 6 )年度から 

令和 12 ( 2 0 3 0 )年度まで 
370,550 
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３ 函館市恩給条例等を廃止する条例の骨子（教育委員会所管分）  

 

（１）廃止理由 

恩給等の受給権者に対する支給が終了したため 

 

（２）廃止する条例 

   函館市教職員恩給条例 

 

（３）施行期日 

公布の日 
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４ 函館市いじめ防止対策審議会条例の一部を改正する条例の骨子  

 

（１）改正理由 

   いじめ防止対策審議会に臨時委員を置くことができることとし，

および同審議会の会議に関する規定を整備するため 

 

（２）改正内容 

   別紙新旧対照表のとおり 

 

（３）施行期日 

公布の日 
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函館市いじめ防止対策審議会条例 新旧対照表 

  

現   行 改 正 案 

  

（所掌事務） （所掌事務） 

第２条 審議会は，教育委員会の諮問に応じ，次

に掲げる事項について調査審議し，その結果を

教育委員会に答申するものとする。 

第２条 （略） 

(1) （略）  

(2) 重大事態（法第28条第１項に規定する重大

事態をいう。以下同じ。）に関すること。 

 

(3) （略）  

２ （略） ２ （略） 

  

（組織） （組織） 

第３条 審議会は，委員15人以内をもって組織す

る。 

第３条 （略） 

（新設） ２ 審議会に，特別の事項（前条第１項第２号に

掲げる事項に関するものに限る。以下同じ。）

を調査審議させるため必要があるときは，臨時

委員を置くことができる。 

  

（委員および任期等） （委員等） 

第４条 委員は，次に掲げる者のうちから教育委

員会が委嘱し，または任命する。 

第４条 （略） 

 (1)～(5) （略）  

（新設） ２ 臨時委員は，当該特別の事項に関し専門的知

識を有する者のうちから教育委員会が委嘱し，

または任命する。 

２・３ （略） ３・４ （略） 

（新設） ５ 臨時委員は，その者の委嘱または任命に係る

当該特別の事項に関する調査審議が終了したと

きは，解嘱され，または解任されるものとする。 

４ 委員は，職務上知り得た秘密を漏らしてはな

らない。その職を退いた後も同様とする。 

６ 委員および臨時委員は，職務上知り得た秘密

を漏らしてはならない。その職を退いた後も同

様とする。 

  

（会議） （会議） 

第６条 （略） 第６条 （略） 

２ （略） ２ （略） 

３ 審議会の会議は，委員の半数以上が出席しな

ければ開くことができない。 

３ 審議会の会議は，委員および議事に関係のあ

る臨時委員の半数以上が出席しなければ開くこ

とができない。 

４ 審議会の議事は，出席した委員の過半数をも

って決し，可否同数のときは，議長の決すると

ころによる。 

４ 審議会の議事は，委員および議事に関係のあ

る臨時委員で会議に出席したものの過半数をも

って決し，可否同数のときは，議長の決すると
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ころによる。 

（新設） ５ 審議会は，委員および臨時委員に調査審議の

対象となる重大事態に係るいじめの事案の関係

者と直接の人的関係または特別の利害関係を有

する者がいることにより当該調査審議の公平性

および中立性が損なわれると認めるときは，そ

の者を当該調査審議に参加させないこととす

る。 

  

（委員以外の者の出席） （委員等以外の者の出席） 

第７条 審議会は，必要があると認めるときは，

審議会の会議に委員以外の者の出席を求め，そ

の意見または説明を聴くことができる。 

第７条 審議会は，必要があると認めるときは，

審議会の会議に委員および議事に関係のある臨

時委員以外の者の出席を求め，その意見または

説明を聴くことができる。 

  

（部会） （部会） 

第８条 （略） 第８条 （略） 

２ 部会に属すべき委員は，会長が指名する。 ２ （略） 

（新設） ３ 前項の規定は，重大事態調査部会に属すべき

臨時委員について準用する。 

３～６ （略） ４～７ （略） 

７ 部会は，委員に調査審議の対象となる重大事

態に係るいじめの事案の関係者と直接の人的関

係または特別の利害関係を有する者がいること

により当該調査審議の公平性および中立性が損

なわれると認めるときは，その者を当該調査審

議に参加させないこととする。 

（削る） 

８ （略） ８ （略） 
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５ 令和７（２０２５）年度公益財団法人函館市文化・スポーツ振興財団事業計画の報告に

ついて 

 

（１）事業計画 

【公益目的事業】 

 ア 公益目的事業１ 文化の振興に関する事業 

 （ア）文化振興事業 

   ａ 文化芸術の振興に関する事業 

事業名 事業内容 予定人員(人) 予定期間 

a) 鑑賞型事業 ①市民会館主管事業   

 
 函館市民会館開館55周年記念中村勘九郎 
中村七之助新緑歌舞伎特別公演2025函館公演 

 
1,370 

 
5月 

 
 劇団四季ミュージカル「赤毛のアン」函館
公演 

 
1,370 

 
5月 

  ざいだんアフタヌーンステージ2025(3回) 各120 5月～12月 

  ざいだん出前コンサート(3回) 各100 5月～ 2月 

 布袋寅泰コンサートツアー函館公演(仮) 1,370 6月 

 
 劇団シス･カンパニー「昭和から騒ぎ」函館
公演 

 
1,370 

 
7月 

 
 佐渡裕＆シエナ･ウインドオーケストラ函館
公演(仮) 

 
1,370 

 
11月 

  お子さまシアター公演 1,370 未定 

 「みんなの市民会館」事業  未定 未定 

 避難訓練コンサート 未定 未定 

 ②芸術ホール主管事業   

 芸術ホール キッズ･フェスティバル2025 300 5月 

 リサイタル･シリーズ   

 ピアノの森コンサート 300 8月 

 
長谷川智之＆桒田晃＆岡田奏トリオ･リサ 
イタル 

 
300 

 
12月 

 
反田恭平＆ジャパン･ナショナル･オーケスト
ラ函館公演 

 
1,130 

 
9月 

 2026スプリング･コンサート 220 3月 

 ③公民館主管事業   

 丘の上の芸術祭 280 10月 

b) 参加創造型 ①市民会館主管事業   

  事業  函館市民文化祭   

 舞台部門 1,370 11月 
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事業名 事業内容 予定人員(人) 予定期間 

 
展示部門「はこだてアートフェスティバル
2025」 

 
― 

 
11月 

  ②芸術ホール主管事業   

  函館市民文化祭   

   展示部門「清秋・函館市文団協芸術展」 ― 11月 

   ぶんだん秋の庵 ― 11月 

 舞台部門「華麗・錦秋の舞台」 400 11月 

c) 育成学習型 ①市民会館主管事業   

  事業  函館ジュニア・ドリーム・オーケストラ   

   育成事業 30 4月～ 3月 

   第26回定期演奏会 300 9月 

  ざいだん「邦楽こども教室」(2教室) 29 6月～ 2月 

 
 市民会館スタッフになろう！コンシェルジ
ュ体験 

 
50 

 
未定 

 ②芸術ホール主管事業   

  バックステージツアー(2回) 350 5月・未定 

  演劇ワークショップ 未定 未定 

 ③公民館主管事業   

  公民館講座   

   成人対象講座(10講座) 94 4月～ 3月 

   親子対象講座(2講座) 20 4月～ 3月 

   子ども対象講座(4講座) 30 4月～ 3月 

 
 リーダーバンク登録者による体験講座(10講
座) 

 
91 

 
4月～ 3月 

  函館市シニア大学青柳校 140 5月～12月 

 ④亀田交流プラザ財団担当事業   

  函館市シニア大学亀田校 180 6月～ 2月 

d) 奨励型事業 ①市民会館主管事業   

    ざいだんアートマルシェ 60 1月 

  スタインウェイを弾いてみよう！ 15 3月 

 ②芸術ホール主管事業   

  五稜郭アーティスト事業登録公演(3回) 各200 6月～ 3月 

 市民美術展「はこだて･冬･アート展」   

 市民美術展「はこだて・冬・アート展｣ ― 7月 

 
市民美術展 第26回「はこだて・冬・ 

  アート展」 
 

 
― 

 
2月 
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事業名 事業内容 予定人員(人) 予定期間 

   特別公開講座 未定 未定 

 
 令和7年度函館新人演奏会 
～音楽の新しい風～ 

 
150 

 
7月 

 ピアノコンサート・フォー・ユー 200 1月 

 HAKODATE WINTER JAZZ FESTIVAL 400 1月 

 ③公民館主管事業   

  生涯学習リーダーバンク登録事業 ― 4月～ 3月 

  公民館講座受講生作品展 ― 1月 

  公民館コンサート 280 3月 

e) 共催事業 ①市民舞台芸術奨励事業委員会認定事業   

  認定公演 ― 4月～ 3月 

 ②その他共催事業   

  第34回道南口説節全国大会 500 7月 

  第35回函館市青少年芸術教育奨励事業 ― 8月・10月 

 ‘26ぶんだん・ジョイント ― 1月～ 2月 

  第43回公演「初春巴港賑」 1,370 2月 

 

   ｂ 文化遺産・文化資料の展示，保存活用に関する事業 

事業名 事業内容 予定人員(人) 予定期間 

a) 鑑賞型事業 ①文学館主管事業   

  石川啄木直筆資料展 特別展 ― 4月～10月 

  企画展 ― 9月～11月 

b) 育成学習型 ①北洋資料館主管事業   

事業  親子体験教室「貝殻でつくろう」 30 7月 

  冬休み特別企画「大漁旗をつくろう」 30 1月 

 ②北方民族資料館主管事業   

  体験学習講座   

   「ムックリ製作・演奏体験」 ― 4月～ 3月 

    「北方民族文様の切り紙細工体験」 ― 4月～ 3月 

  北方民族資料館講座   

 
「北方民族資料館ツアー・マンスリー」 
(7回) 

 
各10 

 
4月～10月 

 アイヌクラフト～木彫り編 20 6月 

 アイヌクラフト～刺しゅう編 20 7月 

 アイヌ文様刺しゅう教室(2教室) 各20 9月 

 アイヌ文様木彫り教室 20 10月 
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事業名 事業内容 予定人員(人) 予定期間 

 
夏休み自由研究「親子で，北方民族文様の 
切り紙細工をしよう」 

 
20 

 
8月 

 文化の日企画「北方民族資料館ツアー」 20 11月 

 
冬休み自由研究「親子でムックリをつくろ 
う」 

 
20 

 
12月 

 ミュージアム・トーク 40 2月 

 ③文学館主管事業   

 文学の道しるべ(2回) 各30 5月・未定 

 石川啄木講座 30 6月 

  デジタル紙芝居上映とラウンジ演奏会 30 7月 

 
 啄木ゆかりの地子ども交流事業 
「函館・盛岡交流啄木かるた大会」 

 
33 

 
7月・ 2月 

  文学館講演会 80 8月 

  文学のひととき(2回) 各30 10月・未定 

  冬休み企画｢ラウンジ読み聞かせ会｣ 20 1月 

c) 奨励型事業 ①北洋資料館主管事業   

  第30回函館の「海と港」児童絵画展 300 7月 

   

 （イ）広報事業 

    文化振興事業および施設管理運営事業に関する情報提供および文化に関わる 

情報の収集と発信 

  

 （ウ）施設管理運営事業 

    函館市から指定管理者の指定を受け実施する下記の施設の管理運営業務 

   ａ 函館市民会館 

   ｂ 函館市芸術ホール 

   ｃ 函館市北洋資料館 

   ｄ 函館市北方民族資料館 

   ｅ 函館市文学館 

   ｆ 函館市公民館 

 

 イ 公益目的事業２ スポーツの振興に関する事業 

 （ア）スポーツ振興事業 

 

事業名 事業内容 予定人員(人) 予定期間 

a) 鑑賞型事業  ①函館アリーナ主管事業   
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事業名 事業内容 予定人員(人) 予定期間 

   バレーボールリーグ公式戦   

 ヴォレアス北海道戦 2,000 未定 

 北海道イエロースターズ戦 2,000 未定 

b) 参加型事業 ①函館アリーナ主管事業   

  施設利用促進コンベンション誘致活動 ― 4月～ 3月 

  市民体力テスト会 50 5月 

  スポーツの日無料開放事業 ― 10月 

 
 ふわふわアドベンチャーツアーin函館アリ
ーナ 

 
4,000 

 
11月 

 ②市民プール主管事業   

  第34回市民プールまつり 150 9月予定 

  スポーツの日無料開放事業 ― 10月 

  第27回市民水泳記録会 200 12月 

 
市民プール活性事業  
～シュノーミング体験会～ 

 
未定 

 
未定 

 ③屋外スポーツ施設管理事務所主管事業   

  スポーツの日無料開放事業 ― 10月 

 
 第17回オーシャンスタジアム杯少年野球大
会 

 
160 

 
10月 

  第2回ざいだんモルック大会 ― 未定 

  グリーンパークみんなであそぼ！ ― 未定 

 ④市民スケート場主管事業   

  スケート貸靴事業 ― 12月～ 2月 

  スケート場初すべりお年玉プレゼント 400 1月 

  スケート場イベントデー＆感謝デー 800 1月・ 2月 

  外国人向けスケート体験事業 未定 未定 

c) 学習型事業 ①函館アリーナ主管事業   

  スポーツ教室(6教室) 380 5月～12月 

 
 トップアスリートによる競技力向上スポー 
 ツ教室 

 
未定 

 
未定 

  健康体操系研修会 未定 未定 

 ②函館アリーナコナミ担当事業   

  スポーツ教室(12教室) ― 4月～ 3月 

 ③市民プール主管事業   

 水泳教室(17教室) 2,441 4月～ 3月 

 ワンポイントレッスン(2コース) 554 4月～ 3月 
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 （イ）広報事業 

    スポーツ振興事業および施設管理運営事業に関する情報提供およびスポーツ 

    に関わる情報の収集と発信 

 

 （ウ）施設管理運営事業 

    函館市から指定管理者の指定を受け実施する下記の施設の管理運営業務 

   ａ 函館アリーナ 

   ｂ 函館市民プール 

   ｃ 函館市民スケート場 

 

【収益事業等】 

 ア 収益事業 

 （ア）施設利用者への附帯サービス事業 

   ａ 各施設を利用する主催者から受託したチケット等の受託販売 

   ｂ 公益目的事業に関連した物品販売，レンタル 

   ｃ 利用者の便に供するための施設内への飲料水等の自動販売機設置 

 

 イ その他事業 

 （ア）文化・スポーツ施設等の管理運営事業 

事業名 事業内容 予定人員(人) 予定期間 

 着衣水泳体験研修会 60 3月予定 

 ④屋外スポーツ施設管理事務所主管事業   

  テニス教室(4教室) 140 5月～10月 

 千代台公園みどりのリサイクル ― 未定 

 ⑤市民スケート場主管事業    

 スケート教室(3教室) 105    12月 

d) 養成型事業 ①函館アリーナ主管事業   

  函館市地域スポーツ指導員育成研修講座 未定 未定 

e) 共催事業 ①その他共催事業   

 
 東日本小学生陸上競技交流大会北海道・
函館大会 

 
1,000 

 
8月 

  親と子のスポーツ体験 120 11月 

 
 函館市民スポーツフェスティバル 
「綱引き大会」 

 
500 

 
12月 

  函館スケート育成事業 100 12月～ 2月 
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    函館市から指定管理者の指定を受け実施する下記の施設の管理運営業務 

   ａ 千代台公園陸上競技場 

   ｂ 千代台公園野球場 

   ｃ 千代台公園庭球場 

   ｄ 千代台公園 

   ｅ 函館市民会館，函館市芸術ホール，函館市公民館および函館アリーナの 

     文化・スポーツ振興目的外使用に係る管理運営業務 
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（２）収支予算書

令和７（２０２５）年４月１日から令和８（２０２６）年３月３１日まで

科　　　　　　目 予  算  額 前年度予算額 増　減 備 考

千円 千円 千円

Ⅰ　一般正味財産増減の部

　１．経常増減の部

　　(1) 経常収益

　　　 ア 基本財産運用益 6 6 0

　　　　　　基本財産受取利息 6 6 0

　　　 イ 特定資産運用益 4 4 0

　　　　　　特定資産受取利息 4 4 0

　　　 ウ 受取会費 1,788 1,858 △ 70

　　　　　　受取会費 1,788 1,858 △ 70

　　　 エ 事業収益 1,428,251 1,327,573 100,678

　　　　　　自主事業収益 57,035 53,790 3,245

　　　　　　受託事業収益 0 6,428 △ 6,428

　　　　　　施設管理事業収益 1,361,089 1,259,567 101,522

　　　　　　収益事業収益 10,127 7,788 2,339

　　　 オ 受取補助金等 300 300 0

　　　　　　受取民間助成金 300 300 0

　　　 カ 雑収益 3,664 3,666 △ 2

　　　　　　雑収益 3,664 3,666 △ 2

　　　　経常収益　計　　　　      　      (A) 1,434,013 1,333,407 100,606

　　(2) 経常費用

　　　 ア 事業費 1,395,699 1,296,334 99,365

　　　　　　給料 218,074 213,535 4,539

　　　　　　諸手当 109,201 104,769 4,432

　　　　　　臨時雇賃金 48,173 45,320 2,853

　　　　　　福利厚生費 68,643 67,614 1,029

　　　　　　仕入費 5,188 3,734 1,454

　　　　　　会議費 201 157 44

　　　　　　旅費交通費 2,289 1,433 856

　　　　　　通信運搬費 4,613 4,424 189

　　　　　　消耗什器備品費 100 426 △ 326

　　　　　　消耗品費 25,233 24,882 351

　　　　　　修繕費 13,375 11,091 2,284

　　　　　　印刷製本費 9,254 9,092 162

　　　　　　燃料費 49,563 49,529 34

　　　　　　光熱水料費 212,810 164,886 47,924

　　　　　　手数料 12,967 10,947 2,020

　　　　　　賃借料 37,255 30,952 6,303
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科　　　　　　目 予  算  額 前年度予算額 増　減 備 考

千円 千円 千円

　　　　　　原材料費 3,235 3,387 △ 152

　　　　　　保険料 1,358 1,482 △ 124

　　　　　　諸謝金 15,591 16,334 △ 743

　　　　　　租税公課 48,140 44,973 3,167

　　　　　　支払負担金 1,546 1,598 △ 52

　　　　　　委託費 505,937 482,926 23,011

　　　　　　広告宣伝費 2,953 2,843 110

　　　 イ 管理費 37,741 36,102 1,639

　　　　　　給料 14,637 14,287 350

　　　　　　諸手当 9,537 8,868 669

　　　　　　臨時雇賃金 2,407 1,088 1,319

　　　　　　福利厚生費 5,065 4,631 434

　　　　　　交際費 17 17 0

　　　　　　旅費交通費 561 561 0

　　　　　　通信運搬費 738 774 △ 36

　　　　　　消耗什器備品費 0 0 0

　　　　　　消耗品費 498 505 △ 7

　　　　　　印刷製本費 20 20 0

　　　　　　燃料費 213 216 △ 3

　　　　　　光熱水料費 187 187 0

　　　　　　手数料 298 1,385 △ 1,087

　　　　　　賃借料 2,252 2,252 0

　　　　　　保険料 225 225 0

　　　　　　租税公課 89 89 0

　　　　　　支払負担金 148 148 0

　　　　　　委託費 715 715 0

　　　　　　広告宣伝費 44 44 0

　　　　　　支払利息 90 90 0

　　　　経常費用　計　　　　　            (B) 1,433,440 1,332,436 101,004

　　　　当期経常増減額            (C)=(A)-(B) 573 971 △ 398

　２．経常外増減の部

　　(1) 経常外収益

　　　 ア 経常外収益

　　　　経常外収益　計　　　　            (D) 0 0 0

　　(2) 経常外費用

　　　 ア 経常外費用

　　　　経常外費用　計　　　              (E) 0 0 0

　　　　当期経常外増減額          (F)=(D)-(E) 0 0 0

　　　　他会計振替額　　      　　　      (G)

　　　　税引前当期一般正味財産増減額
　　　　　　　　　　　      　(H)=(C)+(F)+(G)

573 971 △ 398
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科　　　　　　目 予  算  額 前年度予算額 増　減 備 考

千円 千円 千円

　　　　法人税                            (I) 569 445 124

　　　　当期一般正味財産増減額　　(J)=(H)-(I) 4 526 △ 522

　　　　一般正味財産期首残高　            (K) 24,574 24,048 526

　　　　一般正味財産期末残高      (L)=(J)+(K) 24,578 24,574 4

Ⅱ　指定正味財産増減の部

　　　　　一般正味財産への振替額

　　　　当期指定正味財産増減額            (M) 0 0 0

　　　　指定正味財産期首残高              (N) 30,000 30,000 0

　　　　指定正味財産期末残高      (O)=(M)+(N) 30,000 30,000 0

Ⅲ　正味財産期末残高              (P)=(L)+(O) 54,578 54,574 4
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（３）収支予算内訳表

令和７（２０２５）年４月１日から令和８（２０２６）年３月３１日まで

千円 千円 千円 千円 千円

Ⅰ　一般正味財産増減の部

　１．経常増減の部

　　(1) 経常収益

　　　 ア 基本財産運用益 1 5 6

　　　　　　基本財産受取利息 1 5 6

　　　 イ 特定資産運用益 3 1 4

　　　　　　特定資産受取利息 3 1 4

　　　 ウ 受取会費 894 894 1,788

　　　　　　受取会費 894 894 1,788

　　　 エ 事業収益 1,184,864 207,873 35,514 1,428,251

　　　　　　自主事業収益 56,922 113 57,035

　　　　　　施設管理事業収益 1,127,942 197,633 35,514 1,361,089

　　　　　　収益事業収益 10,127 10,127

　　　 オ 受取補助金等 300 300

　　　　　　受取民間助成金 300 300

　　　 カ 雑収益 2,274 1,390 3,664

　　　　　　雑収益 2,274 1,390 3,664

　　　　経常収益　計　　　　      　      (A) 1,188,336 209,264 36,413 0 1,434,013

　　(2) 経常費用

　　　 ア 事業費 1,190,475 205,224 1,395,699

　　　　　　給料 182,237 35,837 218,074

　　　　　　諸手当 87,899 21,302 109,201

　　　　　　臨時雇賃金 46,409 1,764 48,173

　　　　　　福利厚生費 57,430 11,213 68,643

　　　　　　仕入費 5,188 5,188

　　　　　　会議費 201 201

　　　　　　旅費交通費 2,027 262 2,289

　　　　　　通信運搬費 3,925 688 4,613

　　　　　　消耗什器備品費 100 100

　　　　　　消耗品費 20,824 4,409 25,233

　　　　　　修繕費 11,030 2,345 13,375

　　　　　　印刷製本費 8,785 469 9,254

　　　　　　燃料費 49,066 497 49,563

　　　　　　光熱水料費 194,310 18,500 212,810

　　　　　　手数料 11,277 1,690 12,967

　　　　　　賃借料 33,798 3,457 37,255

　　　　　　原材料費 370 2,865 3,235

　　　　　　保険料 1,038 320 1,358

合　　計科　　　　　　目
公益目的
事業会計

収益事業
等 会 計

法人会計
内部取引
消   去
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千円 千円 千円 千円 千円

合　　計科　　　　　　目
公益目的
事業会計

収益事業
等 会 計

法人会計
内部取引
消   去

　　　　　　諸謝金 15,591 15,591

　　　　　　租税公課 41,236 6,904 48,140

　　　　　　支払負担金 1,477 69 1,546

　　　　　　委託費 418,762 87,175 505,937

　　　　　　広告宣伝費 2,683 270 2,953

　　　 イ 管理費 37,741 37,741

　　　　　　給料 14,637 14,637

　　　　　　諸手当 9,537 9,537

　　　　　　臨時雇賃金 2,407 2,407

　　　　　　福利厚生費 5,065 5,065

　　　　　　交際費 17 17

　　　　　　旅費交通費 561 561

　　　　　　通信運搬費 738 738

　　　　　　消耗品費 498 498

　　　　　　印刷製本費 20 20

　　　　　　燃料費 213 213

　　　　　　光熱水料費 187 187

　　　　　　手数料 298 298

　　　　　　賃借料 2,252 2,252

　　　　　　保険料 225 225

　　　　　　租税公課 89 89

　　　　　　支払負担金 148 148

　　　　　　委託費 715 715

　　　　　　広告宣伝費 44 44

　　　　　　支払利息 90 90

　　　　経常費用　計　　　　　            (B) 1,190,475 205,224 37,741 0 1,433,440

　　　　当期経常増減額            (C)=(A)-(B) △ 2,139 4,040 △ 1,328 0 573

　２．経常外増減の部

　　(1) 経常外収益

　　　 　 経常外収益

　　　　経常外収益　計　　　　            (D) 0 0 0 0 0

　　(2) 経常外費用

　　　 　 経常外費用

　　　　経常外費用　計　　　              (E) 0 0 0 0 0

　　　　当期経常外増減額          (F)=(D)-(E) 0 0 0 0 0

　　　　他会計振替額　　      　　　      (G) 2,010 △ 3,338 1,328 0

　　　　税引前当期一般正味財産増減額
　　　　　　　　　　　 　     (H)=(C)+(F)+(G)

△ 129 702 0 0 573

　　　　法人税　       　　　　　　　     (I) 569 569

　　　　当期一般正味財産増減額    (J)=(H)-(I) △ 129 133 0 0 4

　　　　一般正味財産期首残高　            (K) △ 20,416 42,303 2,687 24,574

　　　　一般正味財産期末残高      (L)=(J)+(K) △ 20,545 42,436 2,687 0 24,578
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千円 千円 千円 千円 千円

合　　計科　　　　　　目
公益目的
事業会計

収益事業
等 会 計

法人会計
内部取引
消   去

Ⅱ　指定正味財産増減の部

　　　　　一般正味財産への振替額

　　　　当期指定正味財産増減額            (M) 0 0 0 0 0

　　　　指定正味財産期首残高              (N) 12,000 18,000 30,000

　　　　指定正味財産期末残高      (O)=(M)+(N) 12,000 0 18,000 0 30,000

Ⅲ　正味財産期末残高              (P)=(L)+(O) △ 8,545 42,436 20,687 0 54,578
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６ 令和７（２０２５）年度一般財団法人函館市学校給食会事業計画の報告について 

 

（１） 事業計画 

ア 学校給食用物資の安定供給に関する事業 

（ア）学校給食用物資の共同購入により，年間を通して良質で安価な学校給食用物 

資の安定供給を図る。 

（イ）函館産農水産物およびその加工品の活用拡大が図られるよう，関係機関と連 

携・調整する。 

イ 学校給食用物資の安全確保および衛生管理に関する事業 

（ア）安全・安心な学校給食の提供のため，学校給食用物資規格等に基づいた物資 

納入の確認の徹底を図るほか，必要に応じ納入業者への指導助言を行う。 

（イ）学校給食用物資の製造・納入時の衛生管理の徹底を図るため，納入業者を対 

象とした衛生管理研修会を開催する。 

ウ 学校給食に関する調査研究 

（ア）新たな函館産農水産物の活用に関する調査研究を行う。 

（イ）学校給食用物資の価格動向や産地等に係る調査を実施し，教育委員会や学校 

に情報提供を行う。 
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（２）収支予算書

令和７（２０２５）年４月１日から令和８（２０２６）年３月３１日まで

科　　　　　　目 予  算  額 前年度予算額 増　減 備 考

千円 千円 千円

Ⅰ　事業活動収支の部

　１．事業活動収入

　　(1) 事業収入 643,450 647,119 △ 3,669

　　　 ア 給食物資供給高 643,450 647,119 △ 3,669

　　(2) 補助金等収入 17,650 17,470 180

　　　 ア 地方公共団体補助金収入 17,650 17,470 180

　　(3) 雑収入 384 240 144

　　　 ア 雑収入 384 240 144

　事業活動収入計　　　　      　     　　 (A) 661,484 664,829 △ 3,345

　２．事業活動支出

　　(1) 事業費支出 661,484 664,829 △ 3,345

　　　    給料等支出 11,592 11,328 264

　　　　　退職給付支出 360 360 0

　　　　　法定福利費支出 1,585 1,840 △ 255

　　　　　福利厚生費支出 22 22 0

　　　　　旅費交通費支出 17 16 1

　　　　　会議費支出 140 140 0

　　　　　通信運搬費支出 306 318 △ 12

　　　　　消耗品費支出 205 212 △ 7

　　　　　図書研修費支出 2 2 0

　　　　　委託費支出 291 264 27

　　　　　給食物資購入支出 643,450 647,119 △ 3,669

　　　　　租税公課支出 112 112 0

　　　　　負担金支出 3 3 0

　　　　　修繕費支出 20 20 0

　　　　　手数料支出 253 295 △ 42

　　　　　保険料支出 171 209 △ 38

　　　　　光熱水費支出 155 226 △ 71

　　　　　賃借料支出 2,800 2,343 457

　事業活動支出計　　　　      　     　　 (B) 661,484 664,829 △ 3,345

　事業活動収支差額　　　          (C)=(A)-(B) 0 0 0

Ⅱ　予備費支出　　　　　　　　　　　　　　(D) 0 0 0

　当期収支差額　　　　　     　　 (E)=(C)-(D) 0 0 0

　前期繰越収支差額　　　　      　   　　 (F) 0 0 0

　次期繰越収支差額　　　　        (G)=(E)+(F) 0 0 0
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